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第5回スクール・リマ 
 

「最新の地球温暖化の科学の報告書：
IPCC第5次評価報告書の発表を前に」 

 
2014年10月10日（金） 
ＷＷＦジャパン  

気候変動･エネルギー プロジェクトリーダー 
小西雅子 



気候変動に関する国連の最高の科学の報告書 

IPCC(気候変動に関する政府間パネル） 
第5次評価報告書 (2013~14年） 

ベルリン 
ＩＰＣＣ第３作業部会総会 



IPCC第5次評価報告書の成り立ち 

第1作業部会   第2作業部会   第3作業部会   統合報告書 

  （科学）     （影響と適応）    （政策）   

 

 

 

 

 

 

本報告書 

（約2000p） 

政策決定者
向けの要約 

(約40p) 

技術要約
（約100p) 
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出典：IPCCウェブサイト 

第5次評価報告書の執筆者について 

最新の科学
の知見の集
約を図る執
筆者の選択
指向 



 5 出典：IPCCウェブサイト 

第5次評価報告書の作成プロセス 

第1次ドラフト 

総会にて要約の
最終ドラフトの 

承認作業 

エキスパート
の査読 

第３次ドラフト 第２次ドラフト 

政府の最終
査読 

政府と 

エキスパート
の査読 



IPCC 第5次評価報告書 第3作業部会 

ベルリン 2014年4月 



ベルリン 

ＩＰＣＣ第３作業部会総会にて 

世界各国からのWWFメンバー 



テキストが一文ずつ
承認されていく 



何度も中断されて、遅々と
して進まない作業・・・ 



徹夜で作業して、ようやく報告書発表！ 
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1992年 国連気候変動枠組条約 採択 

初めての温暖化防止条約、しかし行動は自主的 

1990年 
第1次報告 

1997年 
 COP3 

京都議定書 採択 

初めての法的拘束力のある削減目標を持った条約、ただし米離脱
（2001年） 

1995年 
第2次報告 

2005年 
COP11/CMP1 

京都議定書 発効 モントリオール会議      
第2約束期間の目標の議論の場と、米中を入れた対話の場が発足 

2001年 
第3次報告 

2007年 
COP13/CMP3 

バリ行動計画 
初めて米中を入れた2013年以降の新枠組みの正式な議論の場が

発足 

2007年 
第4次報告 

2009年 
COP15/CMP5 

コペンハーゲン合意 
初めて米と途上国が削減目標/行動を公約、しかし採択に至らず留

意に留まる 
2010年 

COP16/CMP6 
カンクン合意 

コペンハーゲン合意を基に国連で採択！ただし法的拘束力につい
ては先送り 

2011年 
COP17/CMP7 

ダーバン合意 
 京都議定書第2約束期間と、2020年から発効する次期枠組みに合

意 
2012年 

COP18/CMP8 
ドーハ気候ゲートウェイ合意 
 京都議定書第2約束期間決定したが、カンクン合意は自主的枠組み

に留まる 

2013~14年 
第5次報告 

 
2015年 

COP21 

 

パリ会議 
2020年以降の新枠組みに合意する予定！ 

温暖化の国際交渉とIPCCの影響 
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2010 COP16 

 “The Cancun Agreement” (CP.16) 
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2012COP18  

Doha Climate Gateway (CP.18) 



2度未満に抑えた場合と、このまま4度の世界に突入した場合の差 

適応策をとれば、リスクを軽減できる 

温暖化の主な影響（アジアの場合） 

洪水被害 

熱中症などの
死亡リスク 

干ばつによる
水・食料不足 

出典：IPCC AR5 WG2 SPM 
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IPCC AR5総会の流れと国際交渉 

IPCC関連 国際交渉関連 

2013年9月23-26 IPCC 第1作業部会報告書 
発表 スウェーデン 

2013年11月 COP19/CMP9 ポーランド 

2014年1月1日 第1回目の隔年報告書提出 
（日本の温暖化対策を報告）  

2014年3月25-29 IPCC 第2作業部会報告書 
発表 横浜・日本 

2014年4月7-11 IPCC 第3作業部会報告書 
発表 ドイツ 

2014年10月27-31 IPCC 統合報告書 
発表 デンマーク 

2014年末 COP20/CMP10  ペルー 

2015年末 COP21/CMP11 フランス   
2020年以降の新枠組みに合意 
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 ＩＰＣＣは、世界の温暖化の科学のコンセンサスをまと
める報告書 

各国政府の推薦による執筆者の選択から、3回にわ

たるレビューを経るなど、公正で透明性のあるプロセ
ス 

純粋な科学の報告書だが、最後に政府が承認する
プロセスを経るため、各国政府は、国連における国
際交渉で、科学について疑問を呈すことはない 

  →国際交渉に大きな影響力を及ぼす所以 

 2015年に合意される新枠組み（パリ議定書か？）へ
大きな影響 

 

 

まとめ 
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参考 
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RCP(代表的
濃度パス） 

工業化以前
と比較した
2100年の放
射強制力 

2100年時に達す
るCO2濃度 

2度未満達成
パスは？ 

RCP2.6 2.6W/m2 421 ppm ○ 

RCP4.5 4.5W/m2 538 ppm △ 

RCP6.0 6.0W/m2 670 ppm 
(2100年には平
衡 

× 

RCP8.5 8.5W/m2 936 ppm × 

新しいＲＣＰ（代表的濃度パス）シナリオについて 

• 代表的濃度パス（RCP）とは、４つの温室効果ガス濃度に対応した排出シナリオ 

• 従来の社会シナリオ作り・排出経路・影響分析という流れを経るのではなく、同時に影響分析な
どができるようにという意図で作成された 

• ４つのシナリオは、大気中の温室効果ガス濃度が、放射強制力の上昇に与える影響の大きさを
もとに特徴づけられており、それぞれRCP8.5、RCP6.0、RCP4.5、RCP2.6と呼ばれ、工業化以
前と比較して放射強制力が今世紀末にそれぞれ8.5W/m2 、6.0W/m2、4.5W/m2、2.6W/m2上昇
するというシナリオに対応 
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なぜＲＣＰ（代表的濃度パス）シナリオに変えたか？ 



 20 出典：用語解説 気象学会「天気」2009年12月号 

放射強制力とは？ 
太陽照度（太陽11年周期など）の変化や、二酸化炭素濃度の変化
など、何らかの要因によって、地球気候系に変化が起こった時に、
その要因が引き起こす放射エネルギーの収支 放射収支）の変化
量W/m2として定義される 
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気候感度とは？ 

用いられた気候感度 

第1～第3次評価報告書 2.0～5.1℃ 

第4次評価報告書 2-4.5℃ 
3℃が最良の推定値 
（1.5℃以下の可能性は非常
に低い） 

第5次評価報告書 

気候感度(climate sensitivity)とは、一般的には二酸化
炭素濃度が2倍になったときの、全球平均気温の平衡昇
温量（平衡気候感度equilibrium climate sensitivity)の

ことを指す。すなわち十分時間が経過した後の平衡状態
での気温変化量 
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温暖化と人間活動の関係に関する記述の変遷 

１９８８年 IPCC設立 世界気象機関（WMO)と国連環境計画（UNEP)によって設
立 

「人為起源の温室効果ガスがこのまま大気中に排出され
続ければ、生態系や人類に重大な影響をおよぼす気候変
化が生じるおそれがある」として、国連の気候変動に関す
る国際交渉に大きな影響 

１９９０年 第１次評価報告書 
        
 

IPCC（我々）の気候変化に関する知見は十分とは言えず、

気候変化の時期、規模、地域パターンを中心としたその予
測には多くの不確実性がある 

１９９５年 第２次評価報告書 
 

事実を比較検討した結果，識別可能な人為的影響が地球
全体の気候に現れていることが示唆される 

２００１年 第３次評価報告書 
 

残された不確実性を考慮しても，過去50年間に観測された

温暖化の大部分は，温室効果ガス濃度の増加によるもの
であった可能性が高い（66－90%の確からしさ） 

２００７年 第４次評価報告書 
 

気候システムに温暖化が起こっていると断定 

人為起源の温室効果ガスの増加で温暖化がもたらされた
可能性が非常に高い（90％以上の確からしさ） 

２０１３年 第５次評価報告書 
 

人間による影響が20世紀半ば以降に観測された温暖化 
の最も有力な要因であった可能性が極めて高い(95%の確
からしさ） 


